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平成30年 第３回（定例）木 城 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             平成30年９月７日（金曜日） 
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議事日程（第１号） 

                         平成30年９月７日  午前９時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸報告 

      １）議長の諸般の報告 

        ①議長の会務報告 

        ②例月現金出納検査結果の報告 

        ③議員派遣の報告 

      ２）町長の行政報告 

        ①町長の政務報告 

        ②報告第３号 平成２９年度健全化判断比率について 

        ③報告第４号 平成２９年度資金不足比率について 

      ３）その他の行政報告 

        ①報告第５号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等につ

いて 

 日程第４ 議案第51号 平成２９年度木城町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第５ 議案第52号 平成２９年度木城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

 日程第６ 議案第53号 平成２９年度木城町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第７ 議案第54号 平成２９年度木城町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第８ 議案第55号 平成２９年度木城町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第９ 議案第56号 平成２９年度木城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第10 議案第57号 専決処分の承認を求めるについて（平成３０年度木城町一般会計補正

予算 第２号） 

 日程第11 議案第58号 木城町上下水道事業料金等審議会条例の制定について 

 日程第12 議案第59号 木城町暴力団排除条例等の一部を改正する条例の制定について 
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 日程第13 議案第60号 木城町中八重緑地公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

 日程第14 議案第61号 木城町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第15 議案第62号 木城町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制

定について 

 日程第16 議案第63号 木城町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第17 議案第64号 平成３０年度木城町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第18 議案第65号 平成３０年度木城町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第19 議案第66号 平成３０年度木城町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第20 議案第67号 平成３０年度木城町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第21 議案第68号 平成３０年度木城町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第22 決算審査報告 

 日程第23 決算審査特別委員会の設置及び委員の選任 

 日程第24 委員会付託の省略 

 日程第25 議案に対する質疑 

 日程第26 各常任委員会・特別委員会議案審査付託 

 日程第27 散会 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸報告 

      １）議長の諸般の報告 

        ①議長の会務報告 

        ②例月現金出納検査結果の報告 

        ③議員派遣の報告 

      ２）町長の行政報告 
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        ①町長の政務報告 

        ②報告第３号 平成２９年度健全化判断比率について 

        ③報告第４号 平成２９年度資金不足比率について 

      ３）その他の行政報告 

        ①報告第５号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等につ

いて 

 日程第４ 議案第51号 平成２９年度木城町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第５ 議案第52号 平成２９年度木城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

 日程第６ 議案第53号 平成２９年度木城町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第７ 議案第54号 平成２９年度木城町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第８ 議案第55号 平成２９年度木城町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第９ 議案第56号 平成２９年度木城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第10 議案第57号 専決処分の承認を求めるについて（平成３０年度木城町一般会計補正

予算 第２号） 

 日程第11 議案第58号 木城町上下水道事業料金等審議会条例の制定について 

 日程第12 議案第59号 木城町暴力団排除条例等の一部を改正する条例の制定について 

 日程第13 議案第60号 木城町中八重緑地公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

 日程第14 議案第61号 木城町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第15 議案第62号 木城町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制

定について 

 日程第16 議案第63号 木城町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第17 議案第64号 平成３０年度木城町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第18 議案第65号 平成３０年度木城町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第19 議案第66号 平成３０年度木城町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 
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 日程第20 議案第67号 平成３０年度木城町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第21 議案第68号 平成３０年度木城町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 日程第22 決算審査報告 

 日程第23 決算審査特別委員会の設置及び委員の選任 

 日程第24 委員会付託の省略 

 日程第25 議案に対する質疑 

 日程第26 各常任委員会・特別委員会議案審査付託 

 日程第27 散会 

────────────────────────────── 

出席議員（９名） 

１番 眞鍋  博君       ２番 神田 直人君 

３番 中武 良雄君       ５番 後藤 和実君 

６番 堀田 燧幸君       ７番 渕上 三月君 

８番 原   博君       10番 内田 重則君 

11番 黒木 泰三君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

９番 山田 秋吉君                 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 河野 浩俊君   議事調査係長 廣瀬 孝一君 

書  記 橋本 正枝君                 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長  半渡 英俊君   副町長  横田  学君 

教育長  中竹 聖子君   総務財政課長  中井 諒二君 

会計管理者  津江 邦彦君   まちづくり推進課長  澤岡 信明君 

環境整備課長  押川 道彦君   教育課長  西田 誠司君 

福祉保健課長  小野 浩司君   町民課長  萩原 一也君 

産業振興課長  渕上 達也君   代表監査委員  桑原 正憲君 
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午前９時00分開会 

○事務局長（河野 浩俊君）  皆様、おはようございます。 

 議会の開会に先立ち、ご案内いたします。携帯電話をお持ちの方は、マナーモードにされるか、

電源をお切りくださるようお願いいたします。いま一度、ご確認ください。 

 それでは、皆様、ご起立ください。一同、礼。ご着席ください。 

○議長（黒木 泰三）  おはようございます。開会の前に、教育長中竹聖子君から発言を求められ

ております。これを許します。 

 教育長、中竹聖子君。 

○教育長（中竹 聖子君）  発言を許可していただきまして、ありがとうございます。 

 私、教育長は、６月議会における渕上議員の一般質問に対し、一般質問の取り下げやそれから

議場において権限のない要求をしたことは、非常に行き過ぎた行為だったということを認めまし

て、深くお詫びを申し上げます。 

 また、議会会期中に議長の許可なく議員に接触したこと、議運での協議の中で決まった期限を

遵守しなかったことについても、重ねておわびを申し上げます。まことに申しわけありませんで

した。 

 特に、渕上議員に多大なご心労をおかけしましたことは、本当に深くおわびを申し上げます。

今後、このようなことが二度とないように気をつけてまいりますので、今後とも皆様の温かいご

指導をよろしくお願い申し上げます。まことに申しわけありませんでした。 

○議長（黒木 泰三）  定刻になりました。ご報告します。９番、山田秋吉君から、けがによる入

院のため、欠席の届け出があります。ただいまの出席議員は９名です。 

 ただいまから、平成３０年第３回木城町議会定例会を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 平成３０年第３回木城町議会定例会の会期日程予定表及び本日の議事日程については、本日に

開催いたしました議会運営委員会で協議の上、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（黒木 泰三）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、１０番、内田重則君、１番、眞鍋博君

を指名いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．会期の決定 
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○議長（黒木 泰三）  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から９月１４日までの８日間にいたしたいと思い

ます。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  ご異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、本日から９月

１４日までの８日間に決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．諸報告 

○議長（黒木 泰三）  日程第３、諸報告を行います。 

 これより、議長の諸般の報告について、議長の会務報告、例月現金出納検査結果の報告、議員

派遣の報告を行います。 

 まず、議長の会務報告を行います。 

 別紙、議長の会務報告により、主なものを報告いたします。 

 まず、６月８日、木城町６月の定例議会が行われております。８日から１４日まで２３議案に

ついて承認をされております。 

 それから６月２０日、木城町地場産業振興会第３０回通常総会が行われました。 

 ２３日、木城町消防操法大会が行われまして、全議員が出席して、盛会に行われたところであ

ります。 

 それから２６日、東児湯消防組合臨時議会が行われております。 

 ２９日、児湯郡（市）町村議会議長会議員研修会が都農町の塩月会館で、全員の議員が出席い

たしまして行われております。これは、資質向上の講義でありました。同時に、西都児湯林活議

員連盟連絡会議総会が、同時に役員会が行われております。 

 それから、７月４日、全国防災・危機管理トップセミナー及び国会議員の表敬訪問に行ってお

ります。防災に対する行政の取り組みの姿勢について講話を受けたところであります。 

 ７月１２日、新田原基地周辺協議会が行われております。２市３町による会合でありますが、

要請活動について検討をされております。 

 それから１８日、宮崎県森林・林業活性化議員連盟連絡会議総会が、宮崎市民プラザで行われ

ました。それから、東児湯支部消防操法大会出場部の壮行会が行われました。本町からは、２部、

７部、８部が出場いたしまして、これの壮行会を行っております。 

 ２１日、第５６回東児湯支部消防操法大会が行われまして、先ほどの部が出場いたしまして、

第２部がポンプ車の部で優勝をいたしております。 
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 それから２３日、高速自動車国道建設促進宮崎県期成同盟会の総会が宮崎観光ホテルで行われ

ました。 

 それから２６日、新田原基地司令、これは熊谷司令であったわけですが、このたび退任されま

して、異動がありまして、挨拶に来られております。 

 そして、２７日に司令を囲む夕べが四季亭のほうで行われております。 

 ２８日、宮崎キヤノンの納涼祭でありました。議員の皆さんは出席いただきましてありがとう

ございました。 

 それから８月２日、木城町肉牛枝肉共励会が、盛会に行われたところであります。 

 ３日、新田原基地司令着任挨拶ということで、新司令が来られまして、福田司令であります。 

 それから６日、児湯郡（市）町村議会議長会定例会正副議長研修会が西米良村で行われました。

これは１泊であったわけでございますけれども、私どもは都合がありまして日帰りで帰ってきた

わけですが、地元選出の県議会議員との意見交換がありました。 

 それから８月７日、議会意見交換会が町内で行われまして、中之又、石河内それぞれと、リバ

リスで行っております。 

 それから９日が、県町村議長会正副議長研修会、地方行政問題協議会ということで、宮崎観光

ホテルで行われております。これは、知事との意見交換会が主でありました。 

 それから１５日、平成３０年度木城町戦没者慰霊祭が行われまして、７３年を迎えるわけであ

りますけども、厳粛に行われたところであります。 

 それから２０日、知事とのふれあいフォーラムがありまして、３０名程度の代表者による建設

的な意見が出されたところであります。 

 それから８月２１日、大分キヤノンの訪問に行っております。これも、今年が最後となるかも

しれませんけれども、最後まで努力をするということで訪問に行っております。 

 それから２３日、西都児湯環境整備事務組合議会臨時会が、現地の西都児湯クリーンセンター

で行われております。 

 それから２３日、一ツ瀬川営農飲雑用水広域水道企業団議会臨時会が、やはり水道企業団で行

われております。 

 ２５日、第３６回宮崎県消防操法大会が県のほうで行われております。木城の２部は、大変健

闘いたしましたけれども、３位以内になかなか入れず、残念だったわけですけれども、前回とす

ると順位を上げております。非常に頑張っていただいたというふうに思っているところです。 

 ２６日、第２１回石井十次セミナー・交流会がホテル四季亭で行われました。 

 それから２７日に、キヤノンの本社のほうに行っております。それにあわせて国会議員の表敬

訪問に行っております。 
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 それから９月５日、児湯郡（市）町村議会議長会県知事要望活動ということで、県知事それか

ら議長のほうに要請に行っております。本町は高城橋について再度要請を行ったところでありま

す。 

 以上で、議長の会務報告を終わります。 

 次に、例月現金出納検査結果の報告については、別紙がお手元に配付してありますので、それ

により報告にかえます。 

 次に、議員派遣の報告を行います。 

 会議規則第１２７条第１項の規定により議員派遣された件は、別紙、議員派遣の報告のとおり

でありますが、報告書１番、児湯郡（市）町村議会議長会議員研修会の件、３番、宮崎県森林・

林業活性化議員連盟連絡会議総会・研修会の件、それから４番、平成３０年度高速自動車国道建

設促進宮崎県期成同盟会等総会の件、６番、宮崎県町村議会議長会正副議長研修会及び地方行政

問題協議会の件、７番、児湯郡（市）町村議会議長会県知事要望活動の件については、先ほどの

議長の会務報告の中で報告いたしましたので、省略いたします。 

 次に、報告書２番、市町村議会議員研修「３日間コース」社会保障・社会福祉、報告書５番、

宮崎県町村議会議長会議会運営委員会正副委員長研修会の件について、７番、渕上三月君の登壇

報告を求めます。７番、渕上三月君。 

○議員（７番 渕上 三月君）  ご報告します。 

 まず、市町村議会議員研修「３日間コース」社会保障・社会福祉は、７月４日から６日の３日

間、滋賀県大津市の全国市町村国際文化研修所で行われました。高齢者の医療と介護をテーマに、

現状と今後の課題について、多くの講義を受けました。その中で、本町における取り組みについ

て発表する機会がありまして、発表しました。 

 旧かしの実を活用した取り組みと、有償ボランティア「木城・逢・愛・合」の活動について発

表しましたところ、この活動は住民主体による活動であるということで、講師の先生を初め受講

者の方々に大変興味を持っていただきました。年齢を重ねても、自分にやれることでお互いに助

け合い、元気な高齢者を社会の中の重要な人材として活用し、元気で存在感のある高齢者として

生き生きとした人生を送るという考え方のもとに、この私たちの活動は行われているんですけれ

ども、こういう高齢者が人口の３分の１以上を占めるという社会情勢において、これからの私た

ちの生きるべき姿を１つのモデルとして、皆さんから注目を受けました。 

 この講義、研修に関してですけれども、全国から集まっていらっしゃいましたが、宮崎県から

は本町の私の１人だけの参加でありました。さまざまな自治体の方針があるらしいんですが、本

町においては議員派遣の予算をとっていただいておりますので、そのことに関して非常に感謝し

たところでした。 
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 次に７月２４日、宮崎県町村議会議長会議会運営委員会正副委員長研修会が、宮崎市の自治会

館で行われました。講義の内容は「議会運営から議員のなり手を考える」というものでした。全

国的に議員のなり手不足が危惧されている中で、どうするかという話です。議会の会議活動に対

する住民の期待度は非常に低く、住民が期待しているのは、住民の声を聞き、住民に寄り添う生

身の政治家であるということです。 

 その対策として、通年の会期制や議会への住民参加、議員活動の充実、議員の処遇改善、それ

に対する議会運営委員会の今後の対応としては、議会への住民参加を促進するということ、議会

の事業としての住民、特に若年層との対話が必要であるという講義の内容でした。 

 以上で、研修の報告を終わります。 

○議長（黒木 泰三）  ７番、渕上三月君の報告が終わりました。 

 以上で、議員派遣の報告が終わりましたが、ここで議長の報告の追加をさせていただきます。 

 議会運営委員会において、委員長の辞職がありましたので、議会運営委員会において互選の結

果、議会運営委員会委員長に渕上三月君、副委員長に山田秋吉君との報告を受けましたので、お

知らせいたします。 

 これで、議長の諸般の報告を終わります。 

 次に、町長の行政報告を行います。まず、町長の政務報告について、次に、報告第３号平成

２９年度健全化判断比率について、報告第４号平成２９年度資金不足比率について、登壇の上、

町長の報告を求めます。町長。 

○町長（半渡 英俊君）  本日、平成３０年第３回木城町議会定例会を招集いたしましたところ、

議員の皆様には諸事ご多用の中にご参会を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 本定例会におきましては、決算認定案６件、専決処分１件、条例案６件、補正予算案５件、合

わせまして１８議案のご審議をお願い申し上げますとともに、報告を３件させていただきます。 

 諸議案の内容につきましては、提案理由のところでご説明させていただきたいと存じます。よ

ろしくご審議くださいまして認定、承認、可決くださいますようお願い申し上げます。 

 まず、初めに、今年は自然災害が大変多く、そして記録的な暑さと豪雨の夏でありました。

６月の震度６弱の大阪府北部地震、平成３０年７月豪雨及び８月の台風７号、１５号、さらには

台風２１号などでした。昨日の未明には、北海道胆振地方で震度７の地震が発生をしております。

甚大な被害を受けられました皆様方、お亡くなりになられました方々に、衷心よりお見舞いとお

悔やみを申し上げます。一日も早い復旧と復興、そして何よりも落ち着いた生活や平穏な生活が

戻りますよう、お祈り申し上げたいと思います。 

 残念なことですが、ブロック塀の倒壊により児童がお亡くなりになっています。本町におきま

しては、緊急に学校施設を含む公共施設及び通学路におけるブロック塀を点検調査したところで
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あります。今般の議会に改修予算を計上させていただいておりますので、ご審議方よろしくお願

いいたします。 

 それでは、政務報告の前に、３点報告をさせていただきます。 

 まず１点目ですが、先ほど申し上げましたように、今年の夏は、命にかかわる危険な暑さの猛

暑日続きでありました。熱中症、熱射病とは言わず、熱死病と呼ぶのがふさわしいほどの暑さで

ありましたが、この暑さにめげず、この夏、中学生、高校生がスポーツ面で大活躍をしてくれま

した。 

 妻高校弓道部の百合野の渡邊夏香さんでありますが、沖縄県での第６４回全九州高校弓道競技

大会に出場され、団体優勝に貢献されていらっしゃいます。 

 日章学園高校ボクシング部の池田北の川野蓮斗さんは、岐阜県で開催されました全国高校総体

でフライ級に出場され、２回戦で惜しくも負けていらっしゃいます。 

 木城中３年、中原の大橋奎心さんは、高鍋リトルシニア中学校硬式野球部のセカンドとして、

広島市で開催されました第８回西日本野球選手権大会に出場されております。惜しくもチームは

１回戦で関西代表の大阪中央に６対７で惜敗をしているところであります。 

 ２点目でありますが、１１月３日から富山県で開催されます第３１回全国健康福祉祭とやま大

会、いわゆる、ねんりんピックでありますが、それに出店東の西澤疉さんが囲碁の部で県代表と

して参加をされます。楽しみながらてっぺんを目指していただきたいと思います。また、１１月

か１２月になるかと思いますが、溜水の大学生の平田さん、女性の方でありますが、ソフトボー

ルの全日本代表、ジャパン代表として試合に臨むという報告を受けているところであります。 

 次に、３点目であります。文化財問題の件であります。このことにつきましては、定例会ごと

に政務報告の中で報告をさせていただいております。６月定例会以降の経過等であります。 

 故長友和吉様が預託されました文化財の件につきましては、教育委員会が主体となり、たかな

べ法律事務所の高橋康朗弁護士を木城町の交渉代理人として、１２名の相続人に対して、謝罪と

賠償金をお示しした上で、個別に和解解決を図っています。 

 ６月議会で和解の議決をいただきました８名の相続人のうち、７名の方々が和解案を受け入れ

られました。６月２８日から７月８日の間で和解契約書を交わし、７月３１日までに解決金を支

払っております。１名の方につきましては、和解契約に向けて交渉継続中であります。 

 残りの４名でありますけれども、謝罪も賠償金も受け入れられない方が３名、高齢で判断がで

きない方が１名となっております。残りの４名の相続人には、今後も引き続き個別に和解交渉を

継続して、解決を図ってまいります。 

 それでは、町長の政務報告をさせていただきます。６月議会定例会以降の政務について、お手

元の政務報告により報告させていただきます。 
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 まず初めに、１ページをごらんください。 

 ６月１５日でございます。宮崎大学ＴＯＰセミナーで、「未来志向のまちづくり～木城町地方

創生の取り組み」というタイトルで講演を行い、木城町の地方創生の取り組みと魅力及び資源を

アピールしたところであります。 

 次に、１８日でございます。バレイショ、特に青果用バレイショが暴落しており、生産農家か

ら箱代も出ないという悲痛な声がありましたので、新富、高鍋、木城町長と谷口組合長とで意見

交換、要望等を行ったところであります。詳細につきましては、一般質問が出ておりますので、

そのことも含めて答弁をさせていただきたいと思います。 

 午後からは、木城町ふるさと振興協会の総会に出席をいたしました。この協会でありますけれ

ども、指定管理者として温泉館、湯らら亭、菜っ葉屋、川原自然公園の管理運営を行っていただ

いております。 

 平成２９年度は、交通・買い物弱者対策事業としての中之又地区での移動販売に加えて、新た

に湯ららフェスティバル、けん玉チャレンジカップ、赤ちゃんハイハイ競争など、にぎわいの創

出と木城町のＰＲを行っていただいております。収支決算では、燃油の高騰により水道光熱費が

前年度より４７６万１,０２７円多くなり、当期経常損益額はマイナス１１９万２,５１３円とな

っていることが報告をされたところであります。 

 今年度も、新たな事業として、湯ららでのカブ主爽会や川原自然公園でのウォーターフェステ

ィバルＫｉｊｏが計画されたところであります。木城町ふるさと振興協会の自主自立の経営運営

と牛田理事長初め協会職員のアイデアと引き出しの多さに感服をいたしております。 

 次に、２１日から８月７日まで、町内１２カ所で１２５名の参加をいただいて、行政座談会を

行いました。粗大ごみ、高齢者の交通移動手段、町道の管理、鳥獣被害対策などの要望や検討事

項が寄せられました。近日中に取りまとめをし、各公民館に回答することにいたしております。 

 次に、２２日でございます。黒木議長、中武産業文教常任委員長にもご列席いただき、７回目

の木城町畜魂祭を執り行いました。風化させることなく常在危機の意識を持って、防疫の徹底と

より一層の注意を払っていただくことをお願いいたしたところであります。 

 午後からは、宮崎河川国道事務所と意見交換会を行いました。この意見交換会は昨年度から行

っていまして、所長と河川担当の副所長にもご出席いただき、現地調査を行った上で、河川整備

の進捗状況と災害時の対応策について協議いたしました。特に、予算化されています高城橋付近

の河道整備と北山地区、宮崎キヤノン付近の築堤工事の計画的な早期の整備をお願いいたしまし

た。 

 次に、２３日でございます。第６３回木城町消防操法大会が開催され、小型ポンプの部は第

７部、小型ポンプ積載車は第８部、自動車ポンプは第２部が優勝いたしました。どしゃ降りの中
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での操法大会でしたが、各部とも気合の入った闘志に満ちた規律ある操法を披露してくれました。 

 次に、２７日でございます。県内における森林整備と治山事業を行っています一般社団法人宮

崎県治山林道協会の第６回定時総会が開催され、役員改選では引き続き私が監事に就任いたしま

した。任期は２年間です。監事の責務を果たすことはもちろんのことでありますが、役員就任の

期間中に事業の柱の１つの公益事業であります山村集落リフレッシュ支援事業と、みどりの文庫

贈呈事業の採択に向けて努力したいと思います。 

 次に、２８日でございます。株式会社システム開発、株式会社宮崎南印刷、東亜建設技術株式

会社の３社から企業版ふるさと納税をしていただいております。そこで、６月２８日に株式会社

システム開発、７月６日には株式会社宮崎南印刷に赴き、まちづくりに対するご支援とご協力の

思いを込めて、それぞれ感謝状を贈呈いたしました。 

 次に、２９日でございます。九州電力株式会社高鍋配電事業所と電力設備に係る災害対策に関

する協定を締結いたしました。地震や台風などの災害時の電力早期復旧に向けての協定締結であ

ります。ライフライン復旧対策の出発点となるもので、今後も力をあわせて町民の安心安全の確

保に向けて全力で取り組んでまいります。 

 次に、２ページをごらんください。 

 ７月４日から５日まで、黒木議長とともに上京をいたしました。全国防災・危機管理トップセ

ミナーが全国町村会館で行われ、災害時及び非常時における初動対応や危機管理対応など、首長

としての判断やあるべき行動についてご教示いただきました。あわせまして、地元選出国会議員

及び宮崎県東京事務所を表敬訪問し、木城町のまちづくりに応援と支援をお願いいたしました。

翌日は、友情都市の毛呂山町を表敬訪問いたしました。 

 次に、１３日から１４日まで、全国小さくても輝く自治体フォーラムが北海道訓子府町で開催

され、輝け木城磨き隊の職員２名と一緒に参加をいたしました。地域経済振興、移住・定住、教

育・子育て、文化・芸術のまちづくりなど、小さいからこそできる創造的地域づくりを学び、交

流をいたしました。また、平田オリザ氏の講演では、多様な文化芸術による人づくりと場づくり

が、これからの地域づくりのポイントになることを学びました。住民に身近な自治体という特性

を生かし、地方自治のもとで、地域の魅力を高めていく取り組みを通して、人口減少に負けない

地域づくりを学ぶ機会となったところであります。なお、役員改選があり、綾町の前田町長が会

長から顧問になられ、私は理事に就任をいたしました。 

 次に、１７日から１８日まで、西都市で九州地方電源地域連絡協議会の理事会及び総会が開催

され、宮崎県電源地域連絡協議会会長の立場で出席いたしました。会員は９３市町村で、電源地

域振興のための補助事業についてのさらなる交付対象要件等の緩和及び関連補助金等の重点配分

と優先採択を、県及び経済産業省資源エネルギー庁に要望していくことになりました。講演会で
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は、いしかわうち代表の西和浩さんが「団体宿泊と田舎レストランのいしかわうち」というテー

マで事例発表をされ、木城町をアピールしていただきました。 

 次に、２１日でございます。東児湯支部消防操法大会が開催され、小型ポンプ積載車に第８部、

小型ポンプに第７部、自動車ポンプに第２部が出場いたしました。第７部、第８部は健闘むなし

く入賞することはできませんでしたが、自動車ポンプの第２部は優勝し、２大会連続で県大会に

出場することになりました。団員の団結、きずな、闘志のたまものであり、さらには議会議員の

大きな応援と激励が優勝に導いたものと思っております。 

 同じく２１日でありますが、九州保健福祉大学との連携事業の一環として、フィールド調査を

土曜日、日曜日行っていただきました。健康長寿と地域福祉力の向上に向けて、若者視点、よそ

者視点、学生目線での木城宝探しと、にぎやかな夢や思いを期待している旨の歓迎挨拶を行いま

した。 

 次に、２４日でございます。宮崎県グラウンド・ゴルフ協会創立３０周年記念大会の県北グラ

ウンドゴルフ交歓大会が山塚運動広場で開催され、歓迎のあいさつをいたしました。木城支部の

会長は岩渕の西さんであります。高齢者は増えているのに、会員数は減少しているということで、

健康長寿と会員増強が当面の課題だと話されたところであります。 

 その後、児湯農協木城支所での米出荷初検査に立ち会いました。出荷前の台風の雨の影響で出

荷が遅れているということ、さらには雑草米で１等米など、質・量とも懸念していることを申し

上げた上で、全量買い取り、全量販売をお願いをしたところであります。 

 次に、３ページをごらんください。 

 ２８日でございます。宮崎キヤノンの納涼祭、多くの議員にも参加いただき、大変なにぎわい

の中で開催されました。来年夏には高鍋町への移転に伴い、木城工場における最後の納涼祭であ

り、一抹の寂しさを覚えた納涼祭でもありました。 

 次に、８月１日でございます。平成２９年度の一般会計と５つの特別会計の決算審査報告を受

けました。監査委員からは、それぞれの予算の目的に沿って効率的に執行され、おおむね所期の

目的を果たしていることを認めるとの講評をいただいたところであります。詳細につきましては、

決算審査意見書が提出されていますので、省かせていただきます。 

 次に、先ほど申し上げましたが、宮崎県治山林道協会の山村集落リフレッシュ支援に中原公民

館と岩戸公民館が採択され、代表者に支援金が交付されました。 

 同日の午後、吉本クリエイティブエージェンシーの九州エリアマネージャーと意見交換させて

いただきました。８日のお笑いの日ｉｎ木城町漫才ワークショップの開催と、これをきっかけに

吉本興業とのお笑い文化を通じての包括連携ができないものかを検討していくことを話し合った

ところであります。 
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 次に、２日でございますが、肉用牛肥育技術の確立と枝肉の資質向上を図るために、木城町肉

牛枝肉共励会を開催いたしました。県内では唯一の市町村開催であります。３４回目を迎えまし

た今回は、田神の篠原智和さんの枝肉がグランドチャンピオンの栄に輝きました。今後も、継続

して枝肉共励会を開催して、生産者の皆さんが希望を持って、継続して良質な肉牛を生産される

よう、応援と支援をしてまいりたいと思います。 

 次に、４ページをごらんください。 

 ８日でございます。宮崎県町村会の臨時総会が開催されました。平成２９年度の町村会の会務

報告と歳入歳出決算を承認いたしました。また、１２月６日告示の宮崎県知事選挙に現職の河野

俊嗣氏を満場一致で推薦をいたしました。 

 次に、１１日でございます。明けて１月１４日に行われる予定の第９回宮崎県市町村駅伝競走

大会に向けて、木城町選手団の初練習が行われましたので、激励と期待を申し上げました。今回

も、２チームの出場を目指していきます。 

 次に、１５日でございます。戦後７３年を迎え、木城町戦没者供養祭を木城町社会福祉協議会

主催のもとで、ご遺族、ご遺児、ご来賓のご参加を賜り、厳粛にとり行いました。悲しみの歴史

を繰り返すことがないように、そして戦災を通じて学びとった教訓を次の世代に伝えていくこと

を改めて誓ったところであります。 

 次に、２０日でございます。木城町では３年振りに、知事とのふれあいフォーラムが開催され、

中学生２人を含む２８名の出席者が知事との意見交換会に臨みました。農産物流通経費抑制策や

各市町村との連携した観光マップ作りなど、県政に対して要望などが出されたところでありまし

た。 

 次に、黒木議長とともに、２１日は宮崎キヤノン株式会社と大分キヤノン株式会社の増子会長

を表敬訪問し、さらには２７日にはキヤノン本社の戸倉本部長を表敬訪問いたしました。要望書

の内容に沿って、何らかの形で木城に残っていただきたい旨を要望したところであります。 

 ２７日及び２８日は、宮崎県選出の国会議員、宮崎県東京事務所、復興庁の末宗次長を表敬訪

問いたしました。 

 次に、２５日でございます。第３６回宮崎県消防操法大会が開催され、東児湯支部の代表とし

て、ポンプ自動車の部に第２部が出場いたしました。優勝いたしました高千穂町とは６点差、

１２チームのうち５位というすばらしい成績でした。努力とやる気次第では、全国大会出場も夢

ではないということを感じたところであります。 

 次に、昨日でありますけれども、木城町・高鍋町有機農業推進協議会の設立総会が高鍋町役場

で開催をされました。大変ハードルの高い取り組みになりますが、高鍋町とタッグを組んで、有

機ＪＡＳやＧＡＰの有機農畜産物を生産し、消費者に提供するという一つの地域ブランドを展開
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していきたいと考えます。 

 以上で、政務報告を終わらせていただきます。 

 続きまして、報告第３号及び報告第４号について、報告させていただきます。 

 初めに、報告第３号。報告第３号は、平成２９年度健全化判断比率についてであります。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、監査委員の意見を付し

て報告するものであります。 

 実質公債費比率は５.３％となっており、早期健全化基準の２５％を大きく下回っております。 

 なお、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は赤字がないため算定されません。また、将来負担

比率も、将来負担額を充当可能財源額等が上回るため、算定されません。 

 次に、報告第４号。報告第４号は、平成２９年度資金不足比率についてであります。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、監査委員の意見を付

して報告するものであります。 

 木城町簡易水道事業特別会計並びに木城町下水道事業特別会計とも資金不足はありません。 

 以上で、町長の行政報告を終わらせていただきます。 

○議長（黒木 泰三）  町長の行政報告が終わりました。 

 次に、その他の行政報告を行います。 

 報告第５号、教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等について、登壇の上、

教育委員会教育長の報告を求めます。 

○教育長（中竹 聖子君）  報告第５号は、教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価等についてであります。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定により、平成２９年度の教育

に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について、別紙のとおり報告するものでござ

います。 

 点検・評価の考え方、点検・評価の項目、点検・評価の基準、またこの基準のもとに行った点

検・評価については、提出しました報告書のとおりでございます。 

 この点検・評価の実現度につきましては、各項目の評価結果をもとに、第三者の教育委員会評

価委員の意見を求めて、各項目ごとに理由を記述しております。Ａ評価につきましては説明を省

略させていただきますが、Ｂ評価につきましては、少し説明を加えさせていただきます。 

 Ｂ評価になっています生涯学習の推進でありますが、生涯学習講座数や受講者の減少などが課

題になっていることから、Ｂ評価になっております。 

 社会教育の推進においても、Ｂ評価になっておりますが、その要因の１つは人権教育の推進が

十分図られていないことであります。現在、インターネットによる人権侵害や、障害のある人に
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対する人権侵害など、大きな社会問題になっているにも関わらず、この分野における取り組みが

ほとんどなされていない現状があるということで、評価を下げております。 

 今後、ＰＴＡ研修会や各種団体の研修会等で人権教育について学ぶ機会を増やすことが必要で

あると考えております。 

 また、もう１つの要因といたしまして、評価委員会からもご指摘がありましたが、地域担当職

員制度につきましては、地域間それから職員間で温度差が見られるということであります。今後

も引き続き町民への浸透が図られるよう、各公民館長との連携を図りながら、努力をしてまいり

ます。 

 生涯スポーツの振興につきましても、Ｂ評価になっております。スポーツ団体の活動支援が十

分ではなかったことや、自治公民館主催のスポーツ大会の内容をさらに工夫する必要があること、

スポーツ推進委員の活動が停滞していたことなどが主な要因です。 

 これらにつきましては、活動支援や内容の工夫をするなど、生涯スポーツの充実を図ってまい

りたいと思います。 

 最後になりますが、教育に関する教育委員会の平成２９年度の点検・評価を教育委員会評価委

員の方に実施していただきました。その結果を平成２９年度総合評価の項目に取りまとめいたし

ました。 

 この総合評価にあります教育委員会評価委員の方のご意見やご提言を、今後の教育委員会の管

理運営に反映させていきたいと考えております。 

 なお、先ほど町長の報告にもございましたが、解決できていない文化財処分問題につきまして

は、今後とも教育委員会のほうで粘り強く交渉を続けてまいりたいと思います。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（黒木 泰三）  その他の行政報告が終わりました。 

 これで諸報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．議案第５１号 

日程第５．議案第５２号 

日程第６．議案第５３号 

日程第７．議案第５４号 

日程第８．議案第５５号 

日程第９．議案第５６号 

日程第１０．議案第５７号 

日程第１１．議案第５８号 
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日程第１２．議案第５９号 

日程第１３．議案第６０号 

日程第１４．議案第６１号 

日程第１５．議案第６２号 

日程第１６．議案第６３号 

日程第１７．議案第６４号 

日程第１８．議案第６５号 

日程第１９．議案第６６号 

日程第２０．議案第６７号 

日程第２１．議案第６８号 

○議長（黒木 泰三）  次に、議案上程を行います。 

 提出されました日程第４、議案第５１号から日程第２１、議案第６８号に至る議案については、

朗読は省略し、町長から一括して提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（半渡 英俊君）  平成３０年第３回木城町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の

皆様には何かとご多用の中にご出席をいただき、厚くお礼を申し上げます。 

 ただいま上程をいただきました議案第５１号から議案第６８号に至る１８議案について、一括

して提案理由の説明を申し上げます。 

 初めに、議案第５１号。議案第５１号は、平成２９年度木城町一般会計歳入歳出決算認定につ

いてであります。 

 一般会計及び特別会計の決算につきましては、平成２９年度決算説明資料により説明をさせて

いただきます。 

 平成２９年度決算説明資料の１ページをごらんください。 

 平成２９年度の我が国の経済は、雇用・所得環境の改善が続く中で、緩やかに回復がみられま

す。しかしながら、物価の動向を見ますと、原油価格の上昇の影響などにより、消費者物価は前

年比で上昇しており、日常生活への影響も大きくなっています。 

 今後につきましては、海外経済の回復が続くもとで、各種政策の効果も相まって、雇用・所得

環境がさらに改善し、個人消費や設備投資といった民需を中心とした景気回復が期待されていま

す。 

 地域経済におきましては、本年６月に大阪府北部地震、７月には西日本豪雨などの影響を受け

る中、中小企業や消費者には、依然その影響は届いておらず、都市と地方の格差は増大したまま

であります。 

 本町におきましては、平成２９年度も収支の均衡は取れましたが、大規模償却資産税を柱とす
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る町税、ふるさと納税の寄附金の減少や社会保障費の増加など、将来の財政の硬直化が予想され

ることから、これまでどおり財政健全化に努め、ふるさと納税などの歳入の確保や歳出の見直し

を行い、住民ニーズに適切に対応した福祉向上と地域の発展、教育の充実、農林業活性化などを

図りながら、行財政運営を進めたところであります。 

 平成２９年度の現年度分に係る当初予算は４３億１,７００万円でしたが、補正予算及び繰越

予算を含めた最終予算は、４８億９,６５５万６,０００円となり、前年度予算額４８億

７,３４２万１,０００円と比較しますと、０.４７％増の予算規模となりました。 

 この予算に対し、決算額は、歳入４９億２,００２万１,０００円、歳出４６億７,８８６万

９,０００円で、翌年度へ繰り越すべき財源１４１万７,０００円を差し引いた実質収支額は、

２億３,９７３万５,０００円となりました。 

 なお、歳入歳出の状況につきましては、平成２９年度決算説明資料の２ページ以降のとおりで

あります。 

 次に、議案第５２号。議案第５２号は、平成２９年度木城町国民健康保険事業特別会計歳入歳

出決算認定についてであります。 

 平成２９年度決算説明資料の１０ページをごらんください。 

 平成２９年度決算は、歳入９億１,７０８万４,０００円、歳出８億５,７２２万６,０００円で、

差し引き５,９８５万８,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、前期高齢者交付金２億８２３万１,０００円で２２.７％、国庫支出金１億６,９４９万

円で１８.５％、共同事業交付金１億５,２７２万７,０００円で１６.７％、国民健康保険税１億

４,８１１万５,０００円で１６.２％の順となっています。 

 歳出は、保険給付費４億５,５１０万９,０００円で５３.１％、共同事業拠出金１億

９,１８４万８,０００円で２２.４％、後期高齢者支援金等８,７９７万２,０００円で１０.３％

の順となっています。 

 次に、議案第５３号。議案第５３号は、平成２９年度木城町簡易水道事業特別会計歳入歳出決

算認定についてであります。 

 平成２９年度決算説明資料の１２ページをごらんください。 

 平成２９年度決算は、歳入１億５,４６８万１,０００円、歳出１億３,８０５万３,０００円で、

差し引き１,６６２万８,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、使用料及び手数料８,６６０万４,０００円で５６％、繰入金２,９４８万６,０００円

で１９.１％の順となっています。 

 歳出は、簡易水道費１億２５６万６,０００円で７４.３％、公債費３,５４８万７,０００円で

２５.７％となっています。 
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 次に、議案第５４号。議案第５４号は、平成２９年度木城町下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定についてであります。 

 平成２９年度決算説明資料の１４ページをごらんください。 

 平成２９年度決算は、歳入１億９,４９８万円、歳出１億７,６３６万５,０００円で、差し引

き１,８６１万５,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、繰入金１億４,２７２万円で７３.２％、使用料及び手数料３,３０１万８,０００円で

１６.９％の順となっています。 

 歳出は、公債費１億３６９万４,０００円で６４.５％、公共下水道費６,２６７万１,０００円

で３５.５％となっています。 

 次に、議案第５５号。議案第５５号は、平成２９年度木城町介護保険特別会計歳入歳出決算認

定についてであります。 

 平成２９年度決算説明資料の１６ページをごらんください。 

 平成２９年度保険事業勘定の決算は、歳入７億３万６,０００円、歳出６億９,２６９万

２,０００円で、差し引き７３４万４,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、国庫支出金１億７,６９８万８,０００円で２５.３％、支払基金交付金１億

６,６４２万９,０００円で２３.８％、繰入金１億２,８９１万６,０００円で１８.４％の順とな

っています。 

 歳出は、保険給付費５億８,９７３万５,０００円で８５.１％、総務費４,２６６万

６,０００円で６.２％の順となっています。 

 サービス事業勘定の決算は、歳入１,２１８万９,０００円、歳出１,１８４万円で、差し引き

３４万９,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、繰入金７４４万９,０００円で６１.１％、サービス収入２６６万７,０００円で

２１.９％の順となっています。 

 歳出は、サービス事業費７２８万３,０００円で６１.５％、総務管理費２４８万４,０００円

で２１％の順となっています。 

 次に、議案第５６号。議案第５６号は、平成２９年度木城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定についてであります。 

 平成２９年度決算説明資料の１９ページをごらんください。 

 平成２９年度決算は、歳入７,２２６万３,０００円、歳出７,１４８万３,０００円、差し引き

７８万円の実質収支額となりました。 

 歳入は、後期高齢者医療保険料３,６７２万４,０００円で５０.８％、繰入金３,４５６万

５,０００円で４７.８％の順となっています。 
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 歳出は、後期高齢者医療広域連合納付金６,３１０万５,０００円で８８.３％、総務費

７４０万９,０００円で１０.４％の順となっています。 

 次に、議案第５７号。議案第５７号は、専決処分の承認を求めるについてであります。 

 専決処分の承認を求めるのは、平成３０年度木城町一般会計補正予算（第２号）であります。 

 木城町消防団第１分団第２部が、宮崎県消防操法大会に出場するに当たり、訓練手当等の不足

が見込まれ、議会を招集する時間的余裕がありませんでしたので、地方自治法第１７９条第１項

の規定により、平成３０年８月７日に専決処分をしましたので、同条第３項の規定によりこれを

報告し、承認を求めるものであります。 

 補正予算第２号は、歳出で消防費を増額し、予備費で調整するもので、予算の総額に変更はあ

りません。 

 歳出は、消防費の非常備消防費１４１万６,０００円、予備費減額１４１万６,０００円であり

ます。 

 次に、議案第５８号。議案第５８号は、木城町上下水道事業料金等審議会条例の制定について

であります。 

 木城町簡易水道事業及び下水道事業の円滑な推進と健全な運営を図るため、町長の諮問に応じ

て、上下水道料金などの調査及び審議を行うため、木城町上下水道事業料金等審議会を設置する

ものであります。 

 次に、議案第５９号。議案第５９号は、木城町暴力団排除条例等の一部を改正する条例の制定

についてであります。 

 公の施設の利用が、集団的または常習的に暴力的不法行為を行うおそれのある組織の利益にな

ると認められるとき、当該公の施設の利用許可をせず、または、既にした利用許可を取り消すな

どの利用制限に関する処分を行うために、関係条例を整備するものであります。 

 次に、議案第６０号。議案第６０号は、木城町中八重緑地公園の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例の制定についてであります。 

 暴力団等反社会的勢力の施設の利用を制限するとともに、指定管理者による管理の代行を可能

とするため、条例の一部を改正するものであります。 

 改正の内容は、使用許可の制限として、集団的または常習的に暴力的不法行為を行うおそれの

ある組織の利益となると認められるときは、使用を許可しない事項を追加するとともに、指定管

理者による管理の代行、利用料金の承認の事項を追加するものであります。 

 次に、議案第６１号。議案第６１号は、木城町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

 国の介護保険関連法であります指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準
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の一部を改正する省令及び地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する

法律の施行並びに関係省令の施行に伴い、町が指定基準を定めています地域密着型サービスの事

業の人員、設備及び運営に関する基準の一部を改正するものであります。 

 今回の改正では、地域包括ケアシステムの深化・推進と、介護保険制度の持続可能性を確保す

るため、保険者機能の強化等による自立支援、重度化防止に向けた取り組みの推進が重点ポイン

トとなっています。 

 次に、議案第６２号。議案第６２号は、木城町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方

法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

 国の介護保険関連法であります指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準

の一部を改正する省令及び地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する

法律の施行、並びに関係省令の施行に伴い、町が指定基準を定めています地域密着型介護予防

サービスの事業の人員、設備及び運営並びに効果的な支援の方法に関する基準の一部を改正する

ものであります。 

 主な改正内容は、新たな介護保険施設の創設に伴いますサービスの追加、各事業者における身

体的拘束等の適正化を図るための措置を講じることが追加されます。 

 次に、議案第６３号。議案第６３号は、木城町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例の制定についてであります。 

 国の介護保険関連法であります指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準

の一部を改正する省令の施行、並びに関係省令の施行に伴い、町が指定しています介護予防支援

事業に係る事業の人員及び運営等に関する基準の一部を改正するものであります。 

 主な改正内容は、介護予防サービス計画作成時の利用者の同意を得て、その情報を医師・歯科

医師・薬剤師に提供すること、また、サービス計画書を主治医等に交付することが追加されます。 

 次に、議案第６４号。議案第６４号は、平成３０年度木城町一般会計補正予算（第３号）であ

ります。 

 補正予算（第３号）は、予算の総額に、歳入歳出それぞれ２億３,０００万円を追加し、予算

の総額を、それぞれ４３億７,８００万円にするものであります。 

 歳入の主なものは、寄附金増額２億円、町税増額１,１９９万４,０００円、県支出金増額

８５１万３,０００円、繰入金増額７８２万７,０００円等であります。 

 歳出の主なものは、総務費増額２億６４５万１,０００円、農林水産業費増額９３３万

８,０００円、商工費増額５００万５,０００円、予備費増額３４１万６,０００円、民生費増額
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１７８万５,０００円等であります。 

 次に、議案第６５号。議案第６５号は、平成３０年度木城町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第２号）であります。 

 補正予算（第２号）は、予算の総額に、歳入歳出それぞれ２７万円を追加し、予算の総額を、

それぞれ７億６,１４９万３,０００円にするものであります。 

 歳入は、県支出金増額２７万円であります。歳出は、総務費増額２７万円であります。 

 次に、議案第６６号。議案第６６号は、平成３０年度木城町簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）であります。 

 補正予算（第２号）は、予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,３６５万２,０００円を追加し、

予算の総額を、それぞれ１億８,６１５万２,０００円にするものであります。 

 歳入は、繰越金増額１,３６５万２,０００円であります。 

 歳出は、簡易水道費増額１,３４８万６,０００円、予備費増額１６万６,０００円であります。 

 次に、議案第６７号。議案第６７号は、平成３０年度木城町下水道事業特別会計補正予算（第

２号）であります。 

 補正予算（第２号）は、予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,７０３万８,０００円を追加し、

予算の総額を、それぞれ２億２０３万８,０００円にするものであります。 

 歳入は、繰越金増額１,７０３万８,０００円であります。 

 歳出は、公共下水道費増額１,７００万円、予備費増額３万８,０００円であります。 

 最後に、議案第６８号。議案第６８号は、平成３０年度木城町介護保険特別会計補正予算（第

２号）であります。 

 補正予算（第２号）は、保険事業勘定の予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,５８１万

５,０００円を追加し、予算の総額を７億１,７９４万９,０００円に、介護サービス事業勘定の

予算の総額に、歳入歳出それぞれ１５１万９,０００円を追加し、予算の総額を、それぞれ

１,１５１万９,０００円にするものであります。 

 保険事業勘定の歳入は、繰入金増額７４７万４,０００円、繰越金増額７３４万２,０００円、

国庫支出金増額８２万９,０００円等であります。 

 歳出の主なものは、諸支出金増額１,９７８万８,０００円、総務費減額４８７万９,０００円

等であります。 

 介護サービス事業勘定の歳入は、繰入金増額１１７万２,０００円、繰越金増額３４万

７,０００円であります。 

 歳出は、サービス事業費増額１１７万３,０００円、諸支出金増額３４万８,０００円、予備費

減額２,０００円であります。 
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 以上で、提案理由の説明を終わらせていただきます。ご審議の上、ご賛同を賜りまして可決を

していただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（黒木 泰三）  町長の提案理由説明が終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２２．決算審査報告 

○議長（黒木 泰三）  日程第２２、決算審査報告を行います。 

 平成２９年度一般会計及び特別会計の決算について、代表監査委員より決算審査報告をお願い

いたします。代表監査委員。 

○代表監査委員（桑原 正憲君）  それでは、決算審査の報告をいたします。 

 平成２９年度の決算審査の要請を受け、去る７月３日から７月３１日までのうち８日間の日程

で、後藤和実監査委員とともに審査いたしましたので、その結果を要点のみ報告いたします。 

 審査は、一般会計及び特別会計並びに基金の運用状況、財産の管理状況について、監査基準に

よるほか、重点事項によって審査いたしました。 

 まず、一般会計について３ページをごらんください。 

決算収支状況ですが、実質単年度収支につきましては、マイナス６,５６５万７,０２４円にな

っております。この理由について、今年度の実質収支額から前年度の実質収支額を差し引きした

ものです。そのため、平成２９年度の実質単年度収支は、平成２９年度の実質収支２億３,９７３万

５,０００円から平成２８年度の実質収支３億５３９万２,０００円を差し引いたことにより、マ

イナス６,５６５万７,０００円となっております。 

 平成２９年度実質単年度収支は赤字となっていますが、これまでの剰余金を財源としたことを

意味しており、一般的に黒字団体、赤字団体の区分は、実質単年度収支ではなく、実質収支をも

って判断されているところです。 

 次は、４ページをごらんください。 

歳入決算について、調定額に対する収入率は９９.５％でありました。主な対前年度増減は、

町債２億３,３６０万円、繰越金１億９,１６６万円、減額のほうは、町税１億２,２０６万

９,０００円。これは、固定資産税の減です。それから、寄附金の１億８,５０１万８,０００円、

これはふるさと納税の数字であります。 

 それから、６ページをごらんください。 

町税の収納状況です。町税全体では、収納率が９９.８％となっております。徴収事務におい

て、併任人事交流事業により児湯４町で相互徴収強化を図ったことにより、町民の納税意識を向

上させる効果、それに徴収強化の取り組みの効果が現れております。 

 それから、７ページをごらんください。 
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町税の不納欠損、これはゼロです。 

 それから、８ページをごらんください。 

使用料及び手数料で住宅使用料収入未済額が３８５万５,６３６円になっております。この分

についての町営住宅使用料の収入未済の一部、１５件が前年度と比べまして１４万９,０００円

の増となっております。 

 この分についての言いわけですけど、現在コンビニ収納を委託している状況で、コンビニでは

出納閉鎖後に、一般会計に収納されるのが１週間ぐらいたつそうです。この間に実際は前年度に

入っておりましたけれども、来年度の収入未済額として計上されていることで、実質は２９年度

に納税されたということです。 

 それから、９ページをごらんください。 

町債の発行が今年度は２億８,１６０万円であり、年度末現在高１３億２,５２１万８,０００円

であります。町人口平成２９年度５,３１８人の１人当たりの負担額は２４万９,０００円となっ

ております。 

 それから、１０ページをごらんください。 

歳出決算について、歳出予算額は４８億９,６５５万６,０００円で、前年度と比較し２,３１３万

５,０００円の増であります。支出済額は４６億７,８８６万９,０００円で、前年度と比較し

４億５,８６５万３,０００円の増であります。 

 これは、民生費２億１,８１７万８,０００円の増は、主に高齢者福祉費の木城地域ふれあい館

整備事業等であります。それから、土木費７,１７９万８,０００円の増は、主に防災・安全社会

資本整備交付金の事業等であります。それから、教育費９,０９６万円の増は、主に体育館改修

事業等であります。 

 それから、１４ページをごらんください。 

決算統計資料に基づく財政指標についてです。財政指標の推移については、１４ページのとお

りです。全て標準値に近い健全な数値でありますが、経常収支比率が年々増加しております。今

後の財政運営に留意が必要であると考えられます。 

 それから、１５ページをお願いします。 

財産管理について１５ページ以降の財産、基金については、適正に運用されていると認めまし

た。 

 １６ページの基金に関しては、前年度より３億６９万４,０００円の増であります。主なもの

は、財政調整基金１億５,３００万円、公共施設等整備基金１億３,０５６万１,０００円、それ

から国民健康保険準備積立金３,３５４万２,０００円の増であります。 

 次は、１９ページをお願いします。特別会計のほうに移ります。 
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 国民健康保険事業特別会計、歳入総額９億１,７０８万４,０００円で、歳出総額８億

５,７２２万６,０００円、歳入歳出差が５,９８５万８,０００円となっております。 

 単年度収支はマイナス６６２万７,０００円となっているが、国民健康保険準備積立金

３,３５４万２,０００円積み立てを行っています。ただし、特定目的基金であるので、実質単年

度収支には反映されないものと思っております。今後も健康づくりや疾病等予防活動の充実を図

り、医療費抑制に努めていただきたい。 

 それから、２１ページをお願いします。 

国民健康保険収納状況、収入済額は１億４,８１１万５,０００円で、前年度と比べ１６６万

５,０００円の増となっています。収入未済額は５８９万円で、前年度と比べ７１万４,０００円

の減となっております。今後も適正な事務の遂行をお願いします。 

 それから、２４ページをごらんください。 

被保険者及び世帯数の状況及び推移。平成２９年度の被保険者及び世帯数の状況及び推移は上

記のとおりで、被保険者の数は年々減少傾向にあります。 

 それから、２５ページをお願いします。 

簡易水道事業特別会計、歳入総額は１億５,４６８万１,０００円で前年度と比べ２,３６３万

６,０００円の増であります。歳出総額は１億３,８０５万３,０００円で、前年度と比べ

２,７９５万２,０００円の増であります。簡易水道財政調整基金に９５８万２,０００円の積み

立てを行っております。 

 それから、２６ページをごらんください。 

歳入総額は１億５,４６８万１,０００円で、前年度と比べ２,３６３万６,０００円の増となっ

ております。収入未済額は６３万２,０００円で、水道料及び督促手数料であります。 

 それから、２８ページをごらんください。 

町債発行及び償還状況について、町債発行額は１,６８０万円で、過疎対策事業債及び水道事

業債であります。元利償還額のうち、利息は５４３万３,０００円、年度末現在高、元金は２億

４,０００万円で、前年度と比べ１,３２５万４,０００円の減であります。 

 ３０ページをお願いします。 

下水道事業特別会計、収入総額は１億９,４９８万円で、歳出総額１億７,６３６万５,０００円

で、実質収支は１,８６１万５,０００円であります。前年度実質収支を差し引いた単年度収支は

６３万７,０００円となっております。下水道財政調整基金に１,６１８万円の積み立てを行って

おります。 

 それから、３２ページをごらんください。 

下水道使用料収納状況、収入済額は３,３０１万円で、収入未済額は１２万１,０００円となっ
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ております。対調定収納率は０.１％の増となっております。今後とも収入未済額の解消に向け

て努力をしていただきたい。 

 それから、３４ページをお願いします。 

介護保険特別会計、収入総額７億３万６,０００円、歳出総額６億９,２６９万２,０００円で

あります。平成２７年度及び平成２８年度介護保険準備積立基金の取り崩しがあったが、平成

２９年度は行っていない。よって、実質単年度収支はマイナス３,４２８万９,０００円となって

おります。 

 それから、３６ページをごらんください。 

介護保険料収納の状況、現年度分の特別徴収は、公的年金から天引き納付であるので、対調定

収納率は１００％であります。収納未済額が増加傾向にあるので、解消に向けて特段の努力を望

みます。 

 次は、３９ページをお願いします。 

介護保険特別会計サービス事業、歳入総額は１,２１８万９,０００円、歳出総額は１,１８４万

円で、実質収支は３４万８,０００円であります。 

 ４２ページをお願いします。 

後期高齢者医療特別会計について、７５歳以上の保険者数が徐々に増加しております。団塊の

世代の高齢化により、保険者数が急増する時期を見据え、適切な措置を講じられることを願うも

のです。 

 それから、４６ページをお願いします。 

 以上、数字を述べました。一応まとめとして、４６ページ、講評を読み上げます。 

 平成２９年度の一般会計及び特別会計の歳入歳出決算並びに基金の運用状況、財産管理状況に

ついて審査した結果、それぞれの予算はその目的に沿って効率的に執行され、おおむね所期の目

的を果たしているものと認めました。 

 また、各会計決算及び基金ともに計数に誤りはなく、関係諸帳票・証拠書類も整備されている

ことを認めました。 

 国、地方を合わせて１,０００兆円を超す借金を抱えており、国の経済規模を表す国内総生産

の約２倍にも達しています。また、国外では米朝会談、米中貿易戦争、イギリスのＥＵ離脱など

の影響を受け円高株安傾向の上、ＯＰＥＣ加盟・非加盟国の協調減産の影響でガソリン価格は高

止まりしております。日常生活への影響も大きい。このような国内外の影響を受け、以前都市と

地方の格差は増加したままであります。 

 また、６月に大阪府北部地震、７月に中国四国地方等で集中豪雨が発生と、近隣で災害が続い

ております。今後の経済への影響が懸念されます。本町も、内外の企業、団体と災害時応援協定
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を締結しているが、今後も締結団体の専門的な協力を生かし防災・減災に努めていただきたい。 

 本町において平成２９年度も収支の均衡は取れたが、固定資産税やふるさと納税寄附金の減少、

また団塊世代が６５歳以上の高齢者となった超高齢化社会を迎え、社会保障費の増加傾向にあり、

過去の建設投資事業による経費負担の影響も考慮すると、将来の財政の硬直化が予想されます。 

 歳入においては、普通交付税算定項目である人口が、本町の方針である若者定住対策や移住促

進対策の取り組みが寄与し、減少を食い止めております。また、町債にて財政負担の平準化を図

りながら、常に経費削減の努力により基金を増額することができています。今後も現状の歳入額

を維持できるよう自主財源の確保のため、ふるさと納税の寄附額目標達成に期待したい。 

 歳出においては、総務費のインターネットサービス事業、民生費の木城地域ふれあい館整備事

業、土木費の防災・安全社会資本整備交付金による比木橋・田神橋の補修事業、それから教育費

の体育館改修事業等が主なものでありました。 

 また、国民健康保険事業会計では、特定健診の受診促進や保健指導、ジェネリック医薬品の推

奨などの努力により１人当たりの医療費は県内で低い順位にあります。また改善をしております。

今後も医療費の適正化や保健活動の充実に力を入れるなど、保険財政の健全化、被保険者の健康

増進を図るようお願いしたい。これからも、常に住民の命を守り住民に必要な行政サービスを確

実かつ効率的に実施することを念頭に、健全かつ適正な財政運営に努めていただきたい。 

 以上です。終わります。 

○議長（黒木 泰三）  町長。 

○町長（半渡 英俊君）  暫時休憩をお願いします。 

○議長（黒木 泰三）  休憩をいたします。 

午前10時36分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時37分再開 

○議長（黒木 泰三）  休憩を閉じまして再開いたしますが、町長のほうから発言が求められてお

ります。町長。 

○町長（半渡 英俊君）  自席から失礼します。先ほど提案理由を申し上げたところでありますが、

議案第５４号平成２９年度木城町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定のところでありますけれ

ども、歳出の公債費の金額を決算額を間違って報告をしましたので、訂正してお詫び申し上げた

い思います。 

 改めまして、議案第５４号については全文をもう１回提案理由をさせていただきたいと思いま

す。 

 議案第５４号。議案第５４号は、平成２９年度木城町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に
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ついてであります。 

 平成２９年度決算説明資料の１４ページをごらんください。 

 平成２９年度決算は、歳入１億９,４９８万円、歳出１億７,６３６万５,０００円で、差し引

き１,８６１万５,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、繰入金１億４,２７２万円で７３.２％、使用料及び手数料３,３０１万８,０００円で

１６.９％の順となっています。 

 歳出は、公債費１億１,３６９万４,０００円で６４.５％、公共下水道費６,２６７万

１,０００円で３５.５％となっています。 

 以上です。失礼しました。 

○議長（黒木 泰三）  代表監査委員の決算報告が終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２３．決算審査特別委員会の設置及び委員の選任 

○議長（黒木 泰三）  日程第２３、決算審査特別委員会の設置及び委員の選任を議題といたしま

す。 

 お諮りいたします。議案第５１号平成２９年度木城町一般会計歳入歳出決算認定についてから、

議案第５６号平成２９年度木城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定については、９人の

委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにいたしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第５１号から議案第５６号は

９人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたし

ました。 

 お諮りいたします。ただいま設置されました決算審査特別委員会の委員の選任については、委

員会条例第６条第４項の規定によって議長が会議に諮って指名することになっております。 

 委員には眞鍋博君、神田直人君、中武良雄君、後藤和実君、堀田燧幸君、渕上三月君、原博君、

内田重則君、そして私、黒木泰三を指名したいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  ご異議なしと認めます。したがって、決算審査特別委員会の委員は、眞鍋

博君、神田直人君、中武良雄君、後藤和実君、堀田燧幸君、渕上三月君、原博君、内田重則君、

そして私黒木泰三の９名を選任することに決定いたしました。 

 ここで、委員会条例第７条の規定により決算審査特別委員会を開催し、委員長、副委員長を互

選していただきますので、１０分間の休憩といたします。  
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午前10時40分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時48分再開 

○議長（黒木 泰三）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 決算審査特別委員会の委員長、副委員長が互選されましたので、その結果を報告いたします。 

 決算審査特別委員会委員長に神田直人君、副委員長に堀田燧幸君が互選されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２４．委員会付託の省略 

○議長（黒木 泰三）  日程第２４、委員会付託の省略を議題といたします。 

 お諮りいたします。議案第５７号の議案については、会議規則第３９条第３項の規定によって

委員会付託を省略することにいたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  ご異議なしと認めます。よって、議案第５７号の議案については、委員会

の付託を省略することに決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２５．議案に対する質疑 

○議長（黒木 泰三）  日程第２５、議案に対する質疑を行います。 

 これより提案されました議案第５１号から議案第６８号に至る議案の１議案ごとの質疑を行い

ます。 

 まず議案第５７号の議案については、委員会の付託を省略することに決定いたしましたので、

日程を繰り上げ、質疑、討論、採決までといたします。 

 次に、議案第５１号から議案第５６号及び議案第５８号から議案第６８号に至る議案について

は総括質疑といたします。ただし、議案第５１号から議案第５６号の決算認定６件については、

決算審査特別委員会において９名で審査を行いますので、質疑を省略いたします。 

 まず、議案第５７号専決処分の承認を求めるについて平成３０年度木城町一般会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

 これより質疑を行います。議案第５７号に対する質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  質疑なしと認めます。 

 これより議案第５７号に対する討論を行います。本案に対する反対の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  賛成の討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  討論がありませんので採決に入ります。本案は承認することに賛成の諸君

の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（黒木 泰三）  賛成全員。よって、本案は承認することに決定されました。 

 これより議案第５８号から議案第６８号に対する総括質疑を行います。 

 まず議案第５８号木城町上下水道事業料金等審議会条例の制定についてを議題といたします。 

 議案第５８号に対する総括質疑はありませんか。６番、堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  公共料金等の料金についての審議会は、私は全てあるというふう

に今まで思っておりましたけれども、この時期に急遽、料金等審議会を設置されるということは

料金の改定、特に水道料金、下水道料金の値上げの必要性を強く感じられておられるからここに

きて審議会を設置されるのか、もしくは審議会の設置を県などから指導を受けたから設置するの

かが１点ですね。 

 それから２点目は、条例の中の第４条（委員）です。審議会の委員は町長が委嘱するとなって

ますが、１番目の学識経験を有するもの、２番目の水道の使用者については一般公募されるのか

否かをお聞きしたいと思います。 

○議長（黒木 泰三）  環境整備課長。 

○環境整備課長（押川 道彦君）  設置の理由につきましては、特に下水道関係でございますが国

等からの起債借入等も行っております。それから、その監査等の指摘等がちょっとありまして、

設置して検討をということになっております。 

 それから、全国的でございますが、独立採算制となっておりますので、それぞれ歳入等の中で

運営できるようにということで国等からもそういった指導が来ておりますので、今回設置をする

ものでございます。 

 それから２点目でございますが、学識経験者等につきましては大学の先生等を想定しておりま

す。 

 それから、それぞれの地域内にあります各種団体等からの代表等にお願いをする予定としてお

ります。 

 それから、公募でも２名程度今検討しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（黒木 泰三）  堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  その独立採算制、利用者負担が原則というのはわかるんですけれ

ども、今、下水道にたとえれば年間の下水道使用料が３,０００万円ぐらいです。いわゆる一般
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会計からの繰り入れが１億４,０００万円。独立採算といえば平均で３,０００万円の約５倍ぐら

いを一般会計からの拠出で賄っていると。これを一挙に独立採算といったら、下水道料金が５倍

に跳ね上がるという理屈になりますわね。そうなると、下水道と上水道と合わせると相当な値上

げになってくるわけですが、そこら辺の考えはどうなのか。 

 それから、その公募については２名だけ公募、あとは全部執行部の意向のある方を審議会にさ

れるということになれば、３番目のその他町長が認めたものだけでもいいのではないですか。 

 そうなると、公平性が保てないからこういうふうに条例を書くんでしょうけれども、執行部の

意向に沿った者だけを選任しても公平性が保てないと思うんですが、そこら辺はどういうふうに

考えておられますか。 

○議長（黒木 泰三）  環境整備課長。 

○環境整備課長（押川 道彦君）  今回の審議会につきましては、簡易水道関係につきましては平

成１５年４月に消費税の改正がありました関係で、その際に見直し等を行ったものでございます。

ただし、同じく下水道関係もそうでございますが、今後予想されます給水人口の減少に伴い料金

収入等も減少するものと予想されております。 

 そういったものを考え、それからまた施設等の老朽化に伴いまして更新費用等も今後増加する

ものと思われますので、そういったものを含めながら料金改定が必要かどうかの審議をしていた

だくこととしております。 

 それから、下水道関係についてもでございますが、先ほどもちょっと申し上げましたが、施設

等の整備に伴いまして国等からの借り入れ等も行っております関係で、監査等でもこのままの料

金体系ではちょっと難しいんではないかという意見をいただいておりますので、今回審議をして

いただくこととてしております。ですから、絶対値上げとかそういうわけではなく審議をしてい

ただいて、その結果として判断をしたいと思っております。 

 それから、委員の構成については先ほどちょっと申し上げましたが、これは案でございますの

であくまでも。まだ決定でございませんが地域婦人連絡協議会の皆様、それから各種団体、農協、

商工会、それから自治公民館、それからそれぞれのＰＴＡの代表者の方等を考えております。 

 それから、あと大口の利用者の方等をそれぞれ選任して、将来的にも水道等を使用される方、

それから特に女性の方たちを念頭に置いて考えております。 

 以上でございます。 

○議長（黒木 泰三）  堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  しっくり答えがわかっていないんですけれども、要するに値上げ

をするための審議会ではないと、料金が公平かどうかということを審議するための審議会という

ふうに理解していいんですね。 
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 それと、学識経験者と利用者については公募するのかしないのか、それだけで結構です。 

○議長（黒木 泰三）  町長。 

○町長（半渡 英俊君）  値上げをするのかしないのか、しないというわけではなくてあくまでも

私たちが今この設置をする理由は、大きくさっき課長が申し上げたように２つありまして、１つ

はやはり将来見据えた中長期的な経営戦略を策定をして、安定的な適正な水道料金にする、下水

道料金にする必要があるというのが１点。 

 それから２つ目は、先ほど言いましたように、九州財務局宮崎事務所のほうが各市町村５年に

一遍定期監査をするわけでありますが、その中で特に今、財務局のほうから県内市町村全てであ

りますが、監査の折にいわゆる使用料金の見直しをしなさいという指導を受けておるとこであり

ます。 

 これは先ほど堀田議員がおっしゃったように、本来ならば特別会計は独立採算性でありますの

で使用料だけですべきところでありますが、それはなかなかままならないという部分があります

ので、それぞれ国、県、それから町のほうからやっぱり繰出金という形で補痾をしながら、バラ

ンスといいましょうか、とってるところであります。 

 もちろん町から国から入れる場合は、いわゆる町民理解をいただきながらやっているところで

ありますが、国に言わせますと町が財源が多いときは繰入金でいいわけでありますが、厳しくな

るとどうするんですかと、その場合やっぱり受益者負担というのは当然出てくるので、そこらあ

たり含めて利用料金の見直しをしなさいというのが九州財務局の言い分でありまして、それを受

けてやっていると。 

 ですから、ここへきてここ数年宮崎市、それから近隣には門川町も見直しをされたところであ

りますが、うちのほうは早々に利用料金をはっきり申し上げて「上げる」という考えは持ってい

ないんでありますが、しかし財務局から言わせると、それはいつまで続くんですかと、やはり見

直しをしなさいと、検討しなさいということでありますので、今回使用料金の見直しという部分

で、「上げる」「上げない」「据え置き」は別にして、そういった部分で見直し検討をしていく

ということであります。 

 それから、先ほどから申し上げますその委員につきましては特に宮崎市が先駆的にやられてる

部分もありますので、宮崎市の例をもとに委員の選考に当たっていきたいなと思いますが、ご指

摘のように特に執行部にとって都合のいい人、今、第三者委員会もはやっていますがそういう意

味ではなくて、やっぱり公平公正、知見を有する方々にお願いをしたいという部分があります。 

 それから、当然のことながら使用料金等についてはやはり実際利用されている町民の方々の意

見も、やはりそういった町民目線では必要でありますので、その部分はしっかりと公募をさせて

いただいて、委員会審議をお願いをしたいと思っていますのでご理解いただきたいと思います。 
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 以上です。 

○議長（黒木 泰三）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  以上で、本案に対する総括質疑を終わります。 

 次に、議案第５９号木城町暴力団排除条例等の一部を改正する条例の制定についてを議題とい

たします。 

 議案第５９号に対する総括質疑はありませんか。６番、堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  これも大変いいことです。公の施設を利用する場合の暴力的集団

とか暴力団とか窓口において、私いつも思うのですがどういうふうにしてそれを確認するのか。 

 今もあるかどうか知りませんけれども、温泉あたりに行くと刺青のある方お断りとかそういう

ものが表示してありますが、最近は若い男性、女性までファッションタトゥーというんですが、

刺青をしておられます。そういう方も排除するのかとどうかという問題。その公の施設の窓口等

で暴力的行為のある団体なのか関係者なのか、どういうふうにしてこれ判断されるんですか。 

○議長（黒木 泰三）  総務財政課長。 

○総務財政課長（中井 諒二君）  今のご質問ですが、県警の組織犯罪対策課とこの条例について

はこういう条項を、暴力団等の排除を入れなさいということで協議をいたしました。 

 そのときに、その暴力団の照会ということで組織犯罪課と協定を結んでいまして、そういう照

会システムができております。それで、こちらのほうからそういった方を県警のほうに照会しま

してそれを情報として入れまして、許可しないか、するかとかいう判断をしております。 

 以上でございます。 

○議長（黒木 泰三）  ６番、堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  物すごく、こういう条例はなくてはならない条例ですよ。条例の

意味は十分わかります。ただ、公の施設の窓口であなたはというのを聞く、その立場といいます

か。そういうのを実際に聞けないですよね。あなたは暴力的行為か暴力団体関係者ですか、そう

いう性癖を持っておられるのかというのはなかなか聞けませんよね。 

 問題があったときには、この施設の責任者が責任をとらないといけないということになるわけ

でしょう、条例があるためには。条例があってないようなものではないかというのが実感なんで

すよ。あってない。ただ条例をつくっておかないとならないでしょうけれども。確認したいのは

窓口で一個人に対してそうなのですかという確認はしないということですよね。それだけを聞き

たいんですよ。 

○議長（黒木 泰三）  総務財政課長。 

○総務財政課長（中井 諒二君）  窓口に来られた場合には、一応そのときは判断できませんので
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使用許可申請書をいただいて、そのときにはもうお聞きしません。書類を預かりまして許可する

判断するときに、怪しい場合とかそういった情報が来ておりますので、県警のほうに問い合わせ

をして許可をするかしないかという判断をしております。 

○議長（黒木 泰三）  ほかに本案に対する質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  以上で、本案に対する総括質疑を終わります。 

 次に、議案第６０号木城町中八重緑地公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてを議題といたします。 

 議案第６０号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第６１号木城町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 議案第６１号に対する総括質疑はありませんか。７番、渕上三月君。 

○議員（７番 渕上 三月君）  この文書の中に、１２番、介護医療院というふうにありますけれ

ども、これはなんですか。 

○議長（黒木 泰三）  福祉保健課長。 

○福祉保健課長（小野 浩司君）  介護医療院といいますのが、提案理由の中でもちょっと一部ご

説明しました、今回の２０１８年介護保険改正によって新たに新設をされたサービスになります。 

 中身につきましては、従前から行われておりました介護療養型医療施設並びに医療でおきます

療養介護病棟、これに類似した形で新たに新設をされたものであります。 

 内容としましては、したがいまして病院に入院をされている方が引き続き継続的に医療的な行

為と介護的な行為を必要とされる方が、病棟内になるかと思いますが併設をされております今で

いう療養介護病棟的なところに移動して、そのまま介護的な治療と介護の介助を両方行えるとい

うのが新たに医療院という形で新設をされた形になっております。 

 以上です。 

○議長（黒木 泰三）  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  以上で、本案に対する総括質疑を終わります。 

 次に、議案第６２号木城町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 
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 議案第６２号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第６３号木城町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援

等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題といたします。 

 議案第６３号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第６４号平成３０年度木城町一般会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

 議案第６４号に対する総括質疑はありませんか。６番、堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  １３ページです。一般寄附金、ふるさと納税の増額補正２億円、

非常に努力に対して敬意を表したいと思います。まだまだ伸びる要素はあるというふうに感じて

おりますので、今後も引き続き頑張っていただきたいんですが、昨日のＮＨＫのニュース、それ

から今日の宮日にも報道されておりましたけれども、３割以下にしたけれどもまだまだ競争が激

化して激しくなっておると。 

 総務省としては、ふるさと納税の制度から対象外としますよと、言うこと聞かない自治体につ

いては。要するに寄附しても税金の還付は行わないという強硬姿勢ですが、町長このことについ

てどう将来的に考えておられるのか。うちがとやかく言う前に都城や都農町が処分された後でも、

じっくり、それからでもいいのではないかという私は個人的な考えで。こういうふうにして、総

務省から通達が来たと。木城町としては町長どういうふうに対応されるのかお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（黒木 泰三）  町長。 

○町長（半渡 英俊君）  このふるさと納税につきましては、個人のふるさと納税でありますが、

これにつきましては、総務省のほうから技術的助言という形で幾度となく来ております。 

 その主なものは、おっしゃいましたように返礼品割合は３割以下にしなさいということ、それ

から２つ目の大きな点は地場産品に限りますよということが２つ目、３つ目はいわゆる高額なも

の、うちで言えばカメラとか家具類が当たりますが、そういったもの、いわゆる換金性の高いも

の、そういったものについてはやめてくださいというのが、大きく３つが技術的助言できており

ますので、私たちはそれに沿って遵守をしていきたい。あくまで品格のあるふるさと個人納税を

お願いをしたいし、またそういった方向でいきたいと思っています。 

 以上です。 
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○議長（黒木 泰三）  堀田燧幸君。 

○議員（６番 堀田 燵幸君）  もう１点忘れていました。１９ページの償還金利子及び割引料の

中の還付金１,１４０万７,０００円の内容説明と、もう１つ２５ページ、観光総務費の中の補助

金１５０万円の内容、簡単でいいです。どういうものだという内容説明だけお願いします。 

○議長（黒木 泰三）  副町長。 

○副町長（横田  学君）  ただいまお尋ねの１９ページの還付金でありますが、これは法人町民

税であります。事業期間が平成２９年１月１日から平成２９年１２月３１日までの事業期間とし

て、宮崎キヤノン株式会社が見込み納付として２,１００万円ほど納めておりましたが、事業が

確定しまして確定申告により１,１４０万６,７００円を還付請求をされていますので、それに伴

う予算計上であります。 

 以上です。 

○議長（黒木 泰三）  まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（澹岡 信明君）  ２５ページの観光費の補助金１５０万円でございますけ

れども、今現在、百済王族を生かした連携事業を１市３町で取り組んでいるところでございます。 

 その事業の１つとして、来年３月に木城夢見る劇団により舞台、千年王国百済王物語を開催を

するところでございます。そのための木城夢見る劇団への補助金ということでございます。 

○議長（黒木 泰三）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  以上で、本案に対する総括質疑を終わります。 

 次に、議案第６５号平成３０年度木城町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）を議題

といたします。 

 議案第６５号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第６６号平成３０年度木城町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）を議題とい

たします。 

 議案第６６号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第６７号平成３０年度木城町下水道事業特別会計補正予算（第２号）を議題といた

します。 

 議案第６７号に対する総括質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第６８号平成３０年度木城町介護保険特別会計補正予算（第２号）を議題といたし

ます。 

 議案第６８号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  質疑なしと認めます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２６．各常任委員会・特別委員会議案審査付託 

○議長（黒木 泰三）  日程第２６、各常任委員会・特別委員会議案審査付託を議題といたします。 

 お諮りいたします。第３回木城町議会定例会に付議されました議案の審査についてはお手元に

審査日程表が配付してあります。このとおり、おのおのの案件を各常任委員会・特別委員会に審

査付託し、本会期中にその審査結果を求めたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（黒木 泰三）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第５１号から議案第５６号及び

議案第５８号から議案第６８号に至る議案については、各常任委員会・特別委員会に審査付託す

ることに決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２７．散会 

○議長（黒木 泰三）  日程第２７、散会。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 明日８日から１０日までは休会。１１日火曜日は本会議、午前９時会議で一般質問となってい

ます。 

 本日はこれで散会といたします。議員の方は控室にお願いをいたします。 

○事務局長（河野 浩俊君）  皆様、ご起立ください。一同、礼。ご苦労様でした。 

午前11時17分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 


